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元
末　
　
の
海
運
と
劉
仁
本
ー
元
朝
滅
亡
前
夜
の
江
浙
沿
海
事
情
1
檀
上
寛
元末の海運と劉仁本
は
　
じ
　
め
　
に
　
元
朝
が
大
都
(北
京
)
の
膨
大
な
人
口
を
養
う
た
め
に
、
江
南
の
糧
米
を
華
北
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
海
運
輸
送
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
当
初
、
大
運
河
を
開
鑿
し
て
河
運
に
頼
っ
た
元
朝
だ
が
、
至
元
十
九
年
(
一
二
八
二
)
に
海
賊
朱
清
・
張
暄
に
海
運
を
命
じ
、
意
外
の
成
果
に
気
を
よ
く
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
特
に
大
徳
七
年
(
一
三
〇
三
)
に
朱
・
張
が
除
か
れ
、
国
家
主
導
の
海
運
体
制
が
整
備
さ
れ
る
と
、
海
運
量
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
春
・
夏
二
回
、
つ
こ
う
一
千
艘
以
上
の
官
船
が
太
倉
(
江
蘇
)
の
劉
家
港
か
ら
直
姑
(
天
津
)
に
至
り
、
あ
と
は
陸
路
が
利
用
さ
れ
た
。
最
盛
期
の
海
運
糧
は
毎
年
平
均
し
て
三
百
万
石
に
近
く
、
天
暦
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
年
(
一
三
二
九
)
に
は
最
高
額
の
三
百
五
十
二
万
余
石
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
　
だ
が
元
朝
も
後
半
に
な
る
と
、
海
運
体
制
そ
の
も
の
に
破
綻
が
生
じ
て
く
る
。
海
運
に
従
事
す
る
船
戸
の
貧
窮
化
や
担
当
官
吏
の
汚
職
、
さ
ら
に
は
海
難
事
故
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
発
等
が
原
因
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
元
朝
最
後
の
皇
帝
順
帝
(
在
位
一
三
三
三
～
=
二
六
八
)
の
初
年
に
は
、
依
然
と
し
て
三
百
万
石
近
く
が
海
運
さ
れ
て
お
り
、
制
度
の
矛
盾
が
元
末
に
な
っ
て
一
気
に
噴
き
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
崩
壊
の
契
機
は
外
部
に
求
め
ら
れ
、
元
末
の
反
乱
に
起
因
す
る
国
内
の
混
乱
が
、
海
運
の
継
続
を
困
難
に
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
。
　
具
体
的
に
は
、
海
賊
方
国
珍
が
海
道
を
遮
断
し
、
群
雄
の
張
士
誠
が
穀
倉
地
帯
を
占
拠
し
た
こ
と
で
、
糧
米
の
確
保
と
輸
送
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
こ
の
事
態
に
直
面
し
て
元
朝
が
採
用
し
た
の
は
、
当
の
彼
ら
を
利
用
し
て
事
態
の
打
開
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
張
士
誠
に
糧
米
を
、
方
国
珍
に
海
船
を
供
出
さ
せ
て
、
彼
ら
に
海
運
を
再
開
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
国
初
と
同
じ
く
海
賊
頼
み
の
海
運
が
実
施
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
異
な
る
の
は
ま
さ
に
腫
れ
物
に
さ
わ
る
よ
う
に
彼
ら
を
処
遇
し
て
い
る
こ
と
だ
。
弱
体
化
し
た
元
朝
に
は
、
も
は
や
彼
ら
こ
そ
最
後
の
頼
み
の
綱
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
方
・
張
の
共
同
海
運
は
元
朝
の
再
建
に
効
果
の
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
特
に
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
だ
。
ま
し
て
現
地
で
海
運
を
推
進
し
た
劉
仁
本
と
い
う
人
物
に
至
っ
て
は
、
そ
の
名
を
知
る
人
も
多
く
は
な
か
ろ
う
。
そ
ん
な
人
物
を
こ
と
さ
ら
取
り
上
げ
る
の
に
は
、
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
る
。
現
地
ス
タ
ッ
フ
な
ら
で
は
の
彼
の
貴
重
な
記
録
を
も
と
に
、
江
浙
と
い
う
地
方
社
会
の
中
で
海
運
を
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
現
地
の
人
々
に
と
り
、
元
末
の
海
運
は
ど
の
よ
う
な
相
貌
を
呈
し
て
い
た
の
か
。
元
・
明
交
替
期
の
地
方
事
情
を
知
る
上
で
も
興
味
深
い
。
本
稿
で
は
ま
ず
共
同
海
運
に
至
る
ま
で
の
江
浙
事
情
を
概
観
119
窓史
し
、
次
い
で
劉
仁
本
と
い
う
一
地
方
人
士
の
目
を
通
し
て
、
エ
ク
ト
H
海
運
再
開
事
業
を
素
描
し
て
み
た
い
。
一　
元
代
海
運
体
制
の
崩
壊
と
方
国
珍
元
末
の
国
家
プ
ロ
ジ
　
至
正
八
年
(
一
三
四
八
)
十
一
月
、
元
末
の
反
乱
の
先
陣
を
切
っ
て
、
台
州
路
黄
巌
州
(浙
江
省
)
の
官
塩
販
売
人
で
あ
る
方
国
珍
が
海
上
で
蜂
起
し
た
。
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
端
は
官
塩
の
販
売
権
を
め
ぐ
る
主
導
権
争
い
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
殺
人
を
犯
し
て
海
上
に
逃
亡
し
た
彼
は
、
瞬
く
間
に
附
近
に
も
勢
力
を
拡
大
し
、
反
元
朝
の
姿
勢
を
鮮
明
に
す
る
。
こ
の
間
、
台
州
や
温
州
の
浙
江
沿
岸
部
で
略
奪
行
為
を
働
く
一
方
、
元
朝
の
海
運
船
へ
の
襲
撃
も
繰
り
返
し
、
至
正
十
年
頃
に
は
千
余
艘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
船
団
を
持
つ
巨
大
な
海
上
勢
力
へ
と
成
長
し
た
。
　
元
朝
の
海
運
が
中
断
し
た
原
因
と
し
て
、
方
国
珍
水
軍
に
よ
る
海
上
輸
送
路
の
妨
害
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
そ
れ
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、
し
か
し
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
よ
り
直
接
的
に
は
、
至
正
十
二
年
に
方
国
珍
が
水
軍
を
率
い
て
北
上
し
、
海
運
の
根
拠
地
で
あ
る
太
倉
を
襲
撃
し
た
こ
と
だ
。　
『
弘
治
太
倉
州
志
』
巻
九
、
雑
誌
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
至
正
十
二
年
三
月
十
三
目
、
方
国
珍
は
海
島
の
貧
民
の
船
千
余
艘
を
率
い
て
　
　
太
倉
を
侵
略
し
た
。
劉
家
港
に
突
入
す
る
と
、
海
運
用
の
官
船
に
火
を
つ
け
　
　
無
数
に
焼
い
た
。
十
五
日
、
一
路
太
倉
に
向
か
う
と
、
大
い
に
略
奪
の
限
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バか
ガ
　
　
を
尽
く
し
た
。
浙
省
参
政
宝
哥
と
樊
執
敬
が
兵
数
千
人
を
引
き
連
れ
て
来
援
　
　
し
、
崑
山
に
駐
屯
し
た
。
彼
ら
が
平
江
の
游
奕
十
字
軍
を
前
鋒
と
し
て
遣
わ
　
　
し
た
と
こ
ろ
、
張
浬
橋
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
賊
に
遭
い
、
潰
滅
し
て
し
ま
っ
　
　
た
。
賊
の
勢
い
は
ま
す
ま
す
猖
獗
を
き
わ
め
、
張
徑
か
ら
武
陵
橋
に
至
る
ま
　
　
で
、
横
た
わ
っ
た
死
体
が
道
を
塞
ぎ
、
略
奪
さ
れ
た
財
貨
は
数
え
切
れ
な
い
　
　
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
　
太
倉
に
集
積
さ
れ
た
そ
の
年
の
漕
糧
を
ね
ら
っ
て
の
も
の
で
、
こ
の
襲
撃
に
ょ
り
劉
家
港
に
停
泊
し
て
い
た
海
船
は
大
半
が
破
壊
さ
れ
、
糧
米
は
あ
ら
か
た
奪
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
。
結
局
こ
の
年
は
海
運
を
実
施
で
き
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
が
、
翌
十
三
年
の
海
運
が
河
船
を
代
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
い
か
に
こ
の
時
の
打
撃
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
か
っ
た
か
が
窺
え
よ
う
。
　
至
正
十
三
年
正
月
、
元
朝
の
招
撫
策
で
方
国
珍
は
一
旦
降
服
、
十
月
に
は
治
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
職
を
授
け
よ
う
と
し
た
が
、
彼
は
受
け
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
元
朝
は
同
月
、
太
倉
の
劉
家
港
に
分
鎮
水
軍
万
戸
府
を
設
置
し
、
防
備
体
制
を
強
化
し
た
。
案
の
定
、
方
国
珍
は
翌
至
正
十
四
年
二
月
に
、
再
び
漕
糧
を
ね
ら
っ
て
太
倉
を
襲
撃
す
る
。　
『宣
統
太
倉
州
志
』
巻
十
四
、
兵
防
中
は
い
う
。
　
　
〔
至
正
〕
十
三
年
十
月
、
劉
家
港
に
分
鎮
水
軍
万
戸
府
を
設
置
し
、
宣
尉
使
　
　
　
ナ
ラ
ン
ガ　
ダ
　
　
の
納
蘭
哈
達
を
正
万
戸
に
、
宣
尉
副
使
の
董
搏
雷
を
副
万
戸
に
任
命
し
た
。
　
　
明
年
(
十
四
年
)
二
月
、
方
国
珍
は
再
び
〔舟
山
群
島
の
〕
蘭
秀
山
の
賊
を
　
　
率
い
て
来
襲
し
た
。
搏
霄
が
こ
れ
を
劉
家
港
で
破
り
、
さ
ら
に
半
脛
で
打
ち
　
　
破
っ
た
の
で
、
賊
は
夜
半
に
逃
れ
去
っ
た
。
　
今
回
は
元
朝
の
防
御
策
が
実
っ
て
撃
退
さ
れ
た
も
の
の
、
太
倉
の
受
け
た
被
害
は
大
き
く
、
先
の
史
料
の
続
き
に
「是
よ
り
遂
に
建
白
し
て
海
運
を
停
む
」
と
あ
る
。
海
運
が
こ
れ
を
機
に
完
全
に
途
絶
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
麻
痺
状
態
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
　
方
国
珍
の
反
乱
か
ら
三
年
後
の
至
正
十
一
年
、
い
わ
ゆ
る
「紅
巾
の
乱
」
が
勃
発
し
た
。
各
地
に
呼
応
す
る
者
が
相
次
い
だ
が
、
太
倉
に
ほ
ど
近
い
泰
州
(
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘇
)
で
も
官
塩
仲
買
人
の
張
士
誠
が
蜂
起
し
た
。
彼
は
至
正
十
三
年
五
月
に
高
郵
を
落
と
す
と
、
誠
王
を
名
乗
り
周
国
の
樹
立
を
宣
言
す
る
。
元
朝
は
公
称
百
万
の
120
元末の海運と劉仁本
軍
隊
を
派
遣
す
る
が
鎮
圧
に
失
敗
、
十
六
年
二
月
に
は
穀
倉
地
帯
の
平
江
(蘇
州
)
も
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
張
士
誠
は
引
き
続
き
周
辺
の
湖
州
・
松
江
・
常
州
等
を
攻
略
し
、
長
江
デ
ル
タ
に
強
大
な
独
立
政
権
を
樹
立
し
た
。
元
朝
は
海
運
の
起
点
で
あ
る
太
倉
は
も
ち
ろ
ん
、
最
大
の
生
産
地
帯
で
あ
る
長
江
デ
ル
タ
を
喪
失
し
、
ま
さ
に
瀕
死
の
事
態
に
立
ち
至
っ
た
。
　
同
じ
至
正
十
六
年
の
三
月
、
元
朝
の
江
南
支
配
の
拠
点
で
あ
る
集
慶
(
南
京
)
が
、
柬
系
紅
巾
軍
の
一
部
将
朱
元
璋
(後
の
明
の
太
祖
)
に
落
と
さ
れ
た
。
彼
は
当
地
に
地
方
政
権
を
樹
立
す
る
と
、
隣
接
す
る
張
士
誠
と
小
競
り
合
い
を
続
け
な
が
ら
、
浙
東
へ
の
進
出
の
気
配
を
見
せ
て
い
た
。
か
た
や
長
江
中
流
域
の
湖
北
か
ら
四
川
に
か
け
て
は
、
西
系
紅
巾
軍
の
徐
寿
輝
一
党
が
勢
力
を
張
り
、
長
江
の
儺
海
権
は
反
乱
軍
に
牛
耳
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
長
江
以
南
の
多
く
の
地
域
が
反
乱
軍
の
手
中
に
落
ち
、
元
朝
は
海
運
の
不
通
ば
か
り
か
、
運
糧
米
の
徴
収
す
ら
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
　
こ
う
し
た
江
南
地
方
の
混
乱
は
、
大
都
の
食
糧
事
情
を
急
速
に
悪
化
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。　
『草
木
子
』
巻
三
上
、
克
謹
篇
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
元
の
大
都
の
軍
民
の
食
糧
は
、
久
し
く
海
運
に
依
存
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
　
　
が
、
蘇
州
を
失
う
と
江
浙
の
海
運
が
通
じ
な
く
な
り
、
湖
広
を
失
う
と
江
西
　
　
か
ら
の
海
運
が
通
じ
な
く
な
っ
た
。
大
都
は
飢
饉
と
な
っ
て
、
人
々
は
相
食
　
　
み
、
遂
に
統
制
で
き
な
く
な
っ
た
。
加
え
て
中
原
は
連
年
の
よ
う
に
旱
魃
と
　
　
イ
ナ
ゴ
の
災
害
が
あ
り
、
野
に
は
生
き
残
っ
た
も
の
が
な
く
、
人
は
食
う
も
　
　
の
も
な
く
、
イ
ナ
ゴ
を
捕
ら
え
て
食
糧
と
す
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
　
す
で
に
元
朝
の
無
策
に
よ
り
、
至
正
の
初
め
頃
か
ら
全
国
的
に
饑
民
・
流
民
が
輩
出
し
て
い
た
が
、
海
運
の
不
通
は
致
命
的
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
い
さ
さ
か
誇
張
は
あ
る
も
の
の
、
大
都
の
餓
死
者
は
百
万
人
を
数
え
、
都
の
十
一
の
門
外
に
万
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坑
と
い
う
穴
を
掘
り
、
死
体
を
埋
め
た
と
の
記
録
も
あ
る
。
　
海
運
不
通
の
元
凶
で
あ
っ
た
方
国
珍
が
、
元
に
降
っ
て
海
運
の
総
責
任
者
と
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
ん
な
社
会
混
乱
の
昂
じ
た
至
正
十
六
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
で
に
こ
れ
以
前
、
巨
大
な
海
上
勢
力
を
築
い
た
彼
は
、
至
正
十
四
年
九
月
に
台
州
(浙
江
省
)
を
奪
う
と
、
翌
十
五
年
春
に
慶
元
(寧
波
)
を
無
血
占
領
、
同
年
七
月
に
は
温
州
を
攻
略
し
て
、
慶
元
・
温
・
台
の
い
わ
ゆ
る
「浙
東
三
郡
」
を
手
中
に
収
め
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
が
元
朝
に
降
伏
し
た
の
は
、
近
隣
で
台
頭
し
て
き
た
張
士
誠
と
朱
元
璋
に
対
抗
す
る
た
め
で
、
こ
の
と
き
彼
は
「海
道
運
糧
漕
運
万
戸
兼
防
禦
海
道
運
糧
万
戸
」
に
任
じ
ら
れ
、
兄
弟
た
ち
も
相
応
の
官
位
を
受
け
た
。
元
朝
か
ら
す
れ
ば
、
方
国
珍
の
水
軍
で
海
道
を
防
備
し
、
そ
の
海
船
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
よ
っ
て
江
浙
の
糧
米
を
大
都
に
運
ぶ
体
制
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
　
至
正
十
八
年
五
月
、
方
国
珍
は
新
た
に
「江
浙
行
省
左
丞
兼
海
道
運
糧
万
戸
、
衢
国
公
」
を
元
朝
か
ら
授
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
元
朝
が
方
国
珍
の
浙
東
支
配
を
認
知
し
、
彼
に
そ
の
統
治
を
任
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
事
実
、
彼
は
慶
元
で
幕
府
を
開
く
と
、
当
地
の
官
僚
・
知
識
人
を
傘
下
に
集
め
て
一
層
の
勢
力
扶
植
に
努
め
て
い
く
。
台
州
に
は
兄
の
方
国
琿
と
弟
の
方
国
瑛
、
温
州
に
は
甥
の
方
明
善
等
が
派
遣
さ
れ
、
彼
ら
を
通
じ
た
間
接
支
配
の
形
態
が
と
ら
れ
た
。
さ
ら
に
至
正
十
九
年
十
月
に
は
江
浙
行
省
平
章
政
事
に
任
じ
ら
れ
、
朱
元
璋
に
降
服
す
る
至
正
二
十
七
年
十
二
月
ま
で
、
一
貫
し
て
江
浙
行
省
の
分
省
(
浙
東
三
郡
)
長
官
と
し
て
浙
東
の
経
営
に
当
た
っ
た
。
　
方
国
珍
の
浙
東
支
配
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
は
、
彼
が
完
全
に
掌
握
で
き
た
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
慶
元
だ
け
と
の
指
摘
も
あ
り
、
そ
う
し
た
政
権
の
脆
弱
性
が
元
朝
に
傾
斜
さ
せ
た
一
つ
の
理
由
で
は
あ
る
。
彼
は
群
雄
中
で
は
め
ず
ら
し
く
王
を
僭
称
し
な
か
っ
た
よ
う
に
、
必
ず
し
も
独
立
的
な
志
向
性
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
体
制
内
で
の
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勢
力
護
持
に
つ
と
め
る
他
者
依
存
的
な
姿
勢
に
終
始
し
、
水
軍
で
天
下
統
一
を
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
る
べ
き
だ
と
の
意
見
に
も
一
切
耳
を
貸
さ
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
彼
の
個
性
も
、
元
朝
と
の
協
力
に
向
か
わ
せ
る
一
因
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
こ
の
点
に
つ
い
て
は
外
部
的
要
因
も
あ
り
、
隣
接
す
る
朱
元
璋
軍
団
の
脅
威
に
、
た
え
ず
さ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
　
他
方
、
張
士
誠
は
強
い
独
立
志
向
を
持
ち
な
が
ら
も
、
朱
元
璋
の
存
在
が
大
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
。
至
正
十
七
年
七
月
、
常
熟
で
の
朱
軍
と
の
戦
い
に
敗
れ
て
弟
張
士
徳
を
失
っ
た
彼
は
、
元
朝
と
の
提
携
に
活
路
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ　
シ　
テ　
ム　
ル
翌
八
月
、
張
士
誠
は
杭
州
に
い
る
江
浙
行
省
左
丞
相
達
世
帖
穆
爾
(
達
識
帖
睦
邇
)
の
取
り
な
し
で
、
元
朝
か
ら
太
尉
の
官
を
授
け
ら
れ
た
。
今
ま
で
僭
称
し
て
い
た
大
周
と
い
う
国
号
も
捨
て
去
り
、
元
朝
の
臣
下
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
方
国
珍
と
同
様
、
領
土
は
そ
の
ま
ま
保
持
し
た
が
、
完
全
制
圧
で
き
な
い
元
朝
が
、
委
任
統
治
と
い
う
形
で
体
面
を
取
り
繕
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
だ
が
彼
の
降
服
が
江
浙
沿
岸
部
の
パ
ワ
r
バ
ラ
ン
ス
に
、
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
朱
元
璋
を
共
通
の
敵
に
、
元
朝
・
方
国
珍
・
張
士
誠
に
よ
る
三
者
間
協
定
の
成
立
す
る
下
地
が
生
ま
れ
た
か
ら
だ
。
　
至
正
二
十
年
五
月
、
元
朝
主
導
の
も
と
に
方
国
珍
と
張
士
誠
と
の
共
同
海
運
が
開
始
さ
れ
た
。
だ
が
元
朝
の
期
待
と
は
裏
腹
に
、
実
際
の
成
果
は
そ
れ
ほ
ど
上
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
海
上
輸
送
と
い
う
技
術
上
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
も
と
も
と
敵
対
す
る
方
国
珍
と
張
士
誠
が
、
元
朝
の
臣
下
と
い
う
こ
と
だ
け
で
協
力
関
係
に
立
た
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
ん
な
不
安
定
な
海
運
事
業
が
曲
が
り
な
り
に
も
継
続
で
き
た
の
は
、
毎
年
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
る
勅
使
の
督
促
に
加
え
、
海
運
を
裏
で
支
え
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
方
国
珍
幕
下
の
ブ
レ
ー
ン
た
ち
の
存
在
は
大
き
く
、
彼
ら
の
協
力
な
く
し
て
海
運
の
再
開
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
身
命
を
賭
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
没
頭
し
た
が
、
そ
の
代
表
格
が
劉
仁
本
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
　
す
で
に
方
国
珍
が
慶
元
に
幕
府
を
開
い
た
至
正
十
八
年
前
後
か
ら
、
当
地
の
官
僚
・
知
識
人
の
中
に
は
方
国
珍
に
協
力
す
る
者
が
現
れ
出
す
。
名
前
の
分
か
っ
て
い
る
者
だ
け
で
も
劉
仁
本
を
は
じ
め
、
郭
仁
本
、
張
本
仁
、
鄭
永
思
、
丘
楠
、
劉
　
　
　
　
　
　
　
⑮
庸
、
鴛
鼎
ら
が
い
る
。
特
に
劉
仁
本
は
方
国
珍
と
同
郷
の
黄
巌
州
の
出
身
で
(
一
説
で
は
天
台
県
と
も
い
う
)
、
科
挙
合
格
後
に
温
州
路
総
管
を
歴
任
す
る
な
ど
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
経
験
と
実
績
に
富
む
実
務
官
僚
で
あ
っ
た
。
彼
は
慶
元
の
士
人
社
会
で
は
名
士
的
存
在
で
も
あ
り
、
の
ち
に
竜
泉
山
(浙
江
省
余
姚
)
の
山
麓
で
王
羲
之
の
蘭
亭
に
な
ら
っ
て
雲
咏
亭
を
結
び
、
浙
東
の
名
士
四
十
二
人
を
招
い
て
詩
会
を
催
し
た
こ
　
　
　
　
　
　
⑰
と
で
も
知
ら
れ
る
。
声
望
あ
り
実
務
に
長
け
た
多
能
の
人
材
で
、
至
正
十
九
年
、
江
浙
行
省
左
司
郎
中
の
身
分
で
方
国
珍
政
権
に
参
加
し
た
。
　
慶
元
は
方
国
珍
に
無
血
占
領
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
地
の
官
僚
・
知
識
人
と
方
国
珍
と
の
関
係
は
、
わ
り
と
良
好
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
は
た
し
て
元
朝
の
慶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
路
統
治
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
ま
ま
方
国
珍
政
権
に
継
承
さ
れ
た
か
否
か
は
措
き
、
確
か
に
親
元
路
線
の
敷
か
れ
る
下
地
は
十
分
に
あ
っ
た
。
特
に
方
国
珍
が
元
朝
に
降
っ
て
官
位
を
受
け
た
こ
と
は
、
劉
仁
本
を
は
じ
め
親
元
派
の
人
々
に
と
り
、
方
国
珍
へ
の
抵
抗
感
を
和
ら
げ
た
は
ず
で
あ
る
。
彼
ら
は
進
ん
で
慶
元
幕
府
に
加
わ
る
こ
と
で
、
方
国
珍
の
援
助
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
劉
仁
本
の
文
集
『
羽
庭
集
』
に
コ
メ
ン
ト
し
た
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
　
　
時
に
方
国
珍
は
温
・
台
諸
郡
を
占
拠
す
る
と
、
士
大
夫
を
招
聘
し
た
の
で
、
　
　
仁
本
は
幕
中
に
入
り
謀
議
に
あ
ず
か
っ
た
。
国
珍
は
毎
年
海
船
を
準
備
し
　
　
て
、
江
淮
の
糧
米
を
大
都
に
輸
送
し
た
が
、
実
は
仁
本
が
そ
の
事
業
を
担
当
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し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
の
職
は
郎
官
で
あ
り
、
元
朝
が
授
け
た
も
の
で
あ
　
　
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
文
集
中
の
諸
作
は
、
お
お
む
ね
元
朝
の
衰
退
に
感
慨
を
抱
　
　
き
、
王
室
を
懐
か
し
む
内
容
で
あ
る
。
彼
が
国
珍
に
従
っ
た
の
は
、
そ
の
カ
　
　
を
借
り
て
元
朝
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
羅
　
　
隠
が
呉
越
に
仕
え
な
が
ら
、
実
は
心
の
中
で
は
唐
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
か
　
　
っ
た
よ
う
に
。
　
な
る
ほ
ど
、
こ
こ
で
は
劉
仁
本
の
こ
と
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
劉
仁
本
は
当
地
の
名
士
と
し
て
多
く
の
人
脈
と
繋
が
っ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
史
料
上
か
ら
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
具
体
的
動
き
は
見
出
し
難
い
が
、
彼
ら
の
地
道
な
努
力
の
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次
章
で
は
劉
仁
本
の
文
集
『
羽
庭
集
』
(
『
四
庫
全
書
』
本
)
と
『金
声
玉
振
集
』
所
収
の
二
つ
の
文
章
「江
浙
行
省
興
復
海
道
漕
記
」
　
「送
中
書
兵
部
尚
書
伯
元
臣
回
京
叙
」
　
(以
下
、
A
・
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
と
略
称
)
を
も
と
に
、
海
運
事
業
の
顛
末
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。
二
　
方
国
珍
と
張
士
誠
の
共
同
海
運
　
『
元
史
』
を
は
じ
め
多
く
の
史
料
は
、
最
初
の
方
・
張
へ
の
海
運
要
請
を
至
正
十
九
年
だ
と
す
る
。
だ
が
B
に
よ
れ
ば
、
正
確
に
は
至
正
十
九
年
が
最
初
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
　
　
至
正
十
六
年
、
淮
夷
(実
は
張
士
誠
)
の
兵
難
が
起
こ
る
と
全
呉
に
蔓
延
し
　
　
た
。
海
道
は
塞
が
れ
、
漕
運
も
中
断
し
た
。
朝
廷
は
そ
れ
で
も
情
け
を
掛
け
　
　
て
罪
を
赦
し
た
の
で
、
乱
れ
て
不
正
常
と
な
っ
た
常
典
・
行
事
も
す
べ
て
旧
　
　
に
復
し
た
。
そ
こ
で
江
浙
平
章
方
公
(
方
国
珍
)
に
命
じ
て
海
道
の
事
を
治
　
　
め
さ
せ
、
浙
東
に
分
省
を
設
け
て
、
水
軍
を
統
括
し
て
漕
運
を
通
じ
さ
せ
る
　
　
こ
と
に
し
た
。
太
尉
張
公
(張
士
誠
)
に
も
平
江
か
ら
糧
米
を
輸
送
す
る
よ
　
　
う
に
命
じ
、
賦
税
を
供
出
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
派
遣
さ
れ
た
使
者
　
　
は
、
あ
る
い
は
老
齢
す
ぎ
て
職
に
適
さ
な
か
っ
た
り
、
甚
だ
し
き
に
至
っ
て
　
　
は
天
子
の
名
を
汚
し
て
帰
京
し
、
い
た
ず
ら
に
処
罰
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
　
　
た
。
風
潮
の
災
難
に
遭
遇
し
て
、
山
東
の
沿
海
で
溺
れ
る
者
も
い
た
。
　
至
正
十
九
年
以
前
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
は
、
す
べ
て
海
運
再
開
に
失
敗
し
た
と
い
う
。
A
も
「往
年
、
江
南
に
使
い
し
て
漕
運
を
督
促
す
る
者
は
、
お
お
む
ね
そ
の
任
に
堪
え
ず
、
天
子
の
命
に
叶
う
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
張
士
誠
が
元
朝
に
下
っ
て
以
来
、
幾
度
と
な
く
使
者
の
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
一
向
に
ら
ち
の
あ
か
な
い
状
況
に
業
を
煮
や
し
た
元
朝
当
局
は
、
本
腰
を
入
れ
て
新
た
な
人
選
を
行
っ
た
。
B
の
続
き
は
い
う
。
　
　
〔
至
正
〕
十
九
年
九
月
、
皇
帝
は
特
に
六
部
の
長
官
の
中
で
も
優
れ
た
者
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ヤ
ソ
テ
ム
ル
　
　
選
び
、
兵
部
尚
書
伯
顔
帖
木
児
に
は
東
浙
に
使
い
し
て
、
船
を
進
め
て
糧
米
　
　
を
転
運
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
ま
た
戸
部
尚
書
曹
履
亨
に
は
平
江
に
使
い
し
　
　
て
、
糧
米
を
集
め
て
船
に
載
せ
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
伯
顔
帖
木
児
と
曹
履
亨
の
二
人
は
、
中
央
の
期
待
を
一
身
に
担
っ
て
派
遣
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
彼
ら
が
現
地
に
到
着
し
て
み
る
と
、
問
題
は
か
な
り
深
刻
で
あ
っ
た
。
海
運
再
開
の
め
ど
が
立
た
な
い
の
は
、
元
朝
の
使
者
の
無
能
と
い
う
よ
り
は
、
張
士
誠
と
方
国
珍
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。　
「彼
ら
が
や
っ
て
来
る
と
、
た
ま
た
ま
辺
境
の
守
備
(方
国
珍
と
張
士
誠
)
が
仲
違
い
し
て
お
り
、
事
業
は
ほ
と
ん
ど
緒
に
着
い
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
(
B
)
」。
張
士
誠
と
方
国
珍
は
互
い
に
対
立
し
、
海
運
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
か
っ
た
。
直
前
ま
で
互
い
に
争
っ
て
い
た
以
上
そ
れ
も
当
然
で
、
伯
顔
帖
木
児
等
は
ま
ず
は
彼
ら
の
不
安
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
経
緯
を
『
平
呉
録
』
(
『紀
録
彙
編
』
巻
二
十
九
)
に
ょ
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っ
て
、
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
　
　
そ
こ
で
〔元
朝
は
至
正
十
九
年
〕
九
月
に
尚
書
の
伯
顔
帖
木
児
等
を
派
遣
　
　
し
、
士
誠
に
御
酒
と
龍
衣
を
与
え
て
、
海
運
の
た
め
の
糧
米
を
徴
収
し
ょ
う
　
　
と
し
た
。
伯
顔
等
は
杭
州
に
到
着
す
る
と
天
子
の
詔
を
伝
え
、
方
国
珍
に
は
　
　
船
を
用
意
し
て
運
搬
す
る
よ
う
に
命
じ
、　
〔杭
州
の
江
浙
行
省
丞
相
〕
達
識
　
　
帖
睦
邇
が
そ
の
事
業
を
統
括
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
士
誠
は
国
珍
が
糧
　
　
米
を
載
せ
て
も
京
師
に
行
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
、
国
珍
も
士
誠
　
　
が
自
分
の
船
を
押
さ
え
、
す
き
を
見
て
襲
撃
す
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
　
　
た
。
互
い
に
疑
心
暗
鬼
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
伯
顔
が
彼
ら
の
あ
い
だ
　
　
を
往
来
し
て
説
得
し
た
の
で
、
や
っ
と
十
一
万
石
の
糧
米
を
都
に
送
る
こ
と
　
　
が
で
き
た
。
こ
れ
以
後
、
毎
年
海
運
す
る
こ
と
が
常
例
と
な
っ
た
。
　
互
い
の
不
信
感
を
解
消
す
る
た
め
、
伯
顔
帖
木
児
が
平
江
と
慶
元
と
を
往
来
し
、
説
得
に
当
た
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
戸
部
尚
書
の
曹
履
亨
も
同
様
で
、
彼
は
現
地
に
到
着
後
、
母
親
の
訃
報
に
接
す
る
が
、
中
央
の
命
令
に
よ
り
喪
に
服
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
も
な
く
職
務
に
専
念
し
た
。
当
時
、
劉
仁
本
も
「奔
走
の
列
」
に
あ
っ
た
と
　
　
　
⑳
い
う
か
ら
、
彼
ら
と
と
も
に
事
態
の
打
開
に
向
け
て
奔
走
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
　
彼
ら
が
特
に
頭
を
痛
め
た
の
は
、
張
士
誠
の
糧
米
を
ど
の
よ
う
に
し
て
方
国
珍
に
引
き
渡
す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
来
、
平
江
に
集
積
さ
れ
た
糧
米
は
、
太
倉
か
ら
海
運
す
る
の
が
最
も
便
利
で
あ
る
。
だ
が
太
倉
は
張
士
誠
の
支
配
下
に
あ
り
、
方
国
珍
が
受
け
入
れ
よ
う
は
ず
も
な
い
。
方
・
張
双
方
と
も
に
許
容
で
き
る
地
点
で
、
糧
米
の
授
受
を
行
う
し
か
な
い
。
海
運
の
ル
ー
ト
を
ど
こ
に
決
定
す
る
か
に
、
今
次
の
事
業
の
成
否
が
係
っ
て
い
た
。
平
江
・
慶
元
両
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
必
死
の
調
停
工
作
が
続
け
ら
れ
た
。
A
は
そ
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
い
う
。
　
　
兵
部
(
伯
顔
帖
木
児
)
は
越
(慶
元
)
に
行
き
、
戸
部
(曹
履
亨
)
は
呉
　
　
(
平
江
)
に
行
き
、
と
も
に
丞
相
府
で
落
ち
合
っ
て
相
談
す
る
こ
と
と
し
、
　
　
丞
相
が
ま
と
め
役
と
な
っ
た
。
二
人
の
使
者
は
散
々
苦
労
し
て
、
方
国
珍
と
　
　
張
士
誠
が
服
従
す
る
か
背
く
か
を
検
討
し
、
地
の
利
と
人
の
和
を
推
し
量
っ
　
　
た
。
最
初
は
崑
山
の
劉
家
港
で
集
合
す
る
こ
と
を
議
論
し
た
が
、
中
途
で
浙
　
　
江
の
石
嗷
に
変
え
、
最
終
的
に
は
嘉
興
の
激
浦
で
折
り
合
っ
た
。
　
橄
浦
の
あ
る
嘉
興
路
は
張
士
誠
の
支
配
下
と
は
い
え
、
方
国
珍
の
拠
点
で
あ
る
慶
元
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
。
し
か
も
杭
州
湾
最
奥
部
の
杭
州
と
違
い
、
外
海
に
近
い
た
め
方
国
珍
に
と
っ
て
危
険
性
も
少
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
地
に
は
元
初
に
海
外
貿
易
を
司
る
市
舶
司
が
置
か
れ
、
そ
の
後
も
商
磁
の
寄
港
地
と
し
て
利
用
さ
れ
　
　
ゆ
て
い
た
。
海
運
の
起
点
と
し
て
、
ま
ず
は
う
っ
て
つ
け
の
港
と
い
え
た
。
　
こ
う
し
て
翌
至
正
二
十
年
五
月
、
い
よ
い
よ
方
国
珍
と
張
士
誠
と
の
共
同
海
運
が
開
始
さ
れ
た
。
海
運
再
開
の
重
任
を
担
っ
て
い
た
伯
顔
帖
木
児
等
に
し
て
み
れ
ば
、
最
後
の
最
後
ま
で
気
が
気
で
な
か
っ
た
ら
し
い
。
B
の
続
き
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
　
　
〔伯
顔
帖
木
児
は
〕
自
ら
海
船
千
百
艘
を
率
い
て
、
嘉
興
の
瞰
浦
で
待
っ
て
　
　
い
た
。
一
方
、
平
江
の
糧
米
も
ま
た
各
地
に
寄
り
な
が
ら
、
杭
州
の
石
檄
に
　
　
至
っ
た
。
石
嗷
は
瞰
浦
を
去
る
こ
と
わ
ず
か
一
日
の
行
程
だ
が
、
海
は
浅
く
　
　
泥
沙
で
ぬ
か
る
ん
で
い
る
た
め
、
船
は
膠
着
し
て
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
　
　
そ
こ
で
伯
顔
公
は
歩
い
て
石
檄
ま
で
往
来
し
、
か
か
と
や
肘
が
泥
沙
に
取
ら
　
　
れ
て
再
々
溺
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
橄
浦
で
授
受
す
る
方
　
　
が
便
利
だ
と
決
定
し
、
糧
米
十
一
万
石
ば
か
り
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
水
夫
と
岸
卒
は
歓
呼
し
て
次
々
と
受
け
渡
し
、
旬
日
の
問
に
海
運
事
業
を
達
　
　
成
し
た
。
艱
難
を
平
易
に
改
め
、
険
阻
を
簡
夷
(
平
ら
な
土
地
)
に
変
え
た
124
元末の海運と劉仁本
　
　
の
は
、
公
の
勤
労
と
敏
健
さ
の
た
ま
も
の
で
、
人
々
は
み
な
こ
れ
を
困
難
な
　
　
こ
と
だ
と
言
い
合
っ
た
。
　
橄
浦
を
出
た
海
船
ば
、
こ
の
の
ち
約
二
十
日
閭
ほ
ど
で
直
姑
に
到
着
し
た
。
そ
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、　
「浙
の
父
老
た
ち
が
、
手
を
額
に
当
て
て
頼
ん
で
言
う
に
は
、
こ
の
事
業
は
い
っ
た
ん
中
断
し
て
復
興
し
た
の
で
あ
る
。
今
日
再
び
こ
の
よ
う
な
東
南
の
盛
典
を
見
よ
う
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。
ど
う
か
こ
の
事
を
記
録
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
(
A
)」
。
そ
れ
に
応
え
て
劉
仁
本
が
し
た
た
め
た
の
が
A
の
「江
浙
行
省
興
復
海
道
漕
記
」
に
他
な
ら
な
い
。
敵
対
す
る
呉
の
張
士
誠
と
越
の
方
国
珍
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
を
抱
き
な
が
ら
、
共
同
し
て
実
現
し
た
の
が
こ
の
度
の
海
運
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
元
末
の
「
呉
越
同
舟
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
情
景
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
　
と
も
あ
れ
、
多
く
の
期
待
を
担
っ
て
至
正
二
十
年
五
月
に
海
運
は
再
開
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
糧
米
の
総
額
は
十
一
万
石
と
い
う
よ
う
に
、
盛
時
の
三
百
万
石
に
比
べ
る
と
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
種
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
実
現
さ
れ
た
以
上
、
初
回
と
し
て
は
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
っ
た
ろ
う
。
劉
仁
本
も
、
　
　
昔
、
海
運
が
初
め
て
興
る
や
、
八
・
九
万
石
か
ら
始
め
た
が
、
し
だ
い
に
増
　
　
加
し
て
数
百
万
石
に
至
っ
た
。
ど
う
し
て
盛
ん
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
　
　
か
の
盛
ん
に
な
れ
ば
衰
え
、
衰
え
れ
ば
回
復
す
る
も
の
だ
。
今
ま
た
そ
の
数
　
　
は
十
一
万
石
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
昔
の
数
に
符
合
し
て
い
る
。
後
　
　
日
、
巨
万
石
の
海
運
に
変
通
す
る
の
も
、
実
に
こ
こ
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。
　
　
ど
う
し
て
そ
う
な
ら
な
い
道
理
が
あ
ろ
う
か
。　
(
A
)
と
述
べ
、
将
来
へ
の
期
待
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
文
章
が
書
か
れ
た
の
は
海
運
実
施
直
後
の
至
正
二
十
年
閏
五
月
の
こ
と
だ
か
ら
、
当
時
と
し
て
は
希
望
的
観
測
も
持
て
た
の
だ
ろ
う
。
　
だ
が
、
事
実
は
劉
仁
本
の
思
い
通
り
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
方
・
張
の
共
同
海
運
事
業
は
、
至
正
二
十
年
を
皮
切
り
に
二
十
三
年
ま
で
つ
こ
う
四
回
実
施
さ
れ
た
が
、
海
運
糧
は
そ
れ
ぞ
れ
十
一
万
石
、
十
一
万
石
、
十
三
万
石
、
十
三
万
石
と
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
と
ん
ど
増
加
し
て
い
な
い
。
し
か
も
毎
年
秋
に
は
中
央
か
ら
高
官
を
現
地
に
派
遣
し
、
翌
年
の
海
運
を
督
促
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
方
国
珍
と
張
士
誠
と
の
利
害
を
調
停
し
つ
つ
海
運
を
実
施
す
る
に
は
、
中
央
高
官
の
強
力
な
リ
～
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
っ
た
。
　
こ
と
に
張
士
誠
は
至
正
十
七
年
に
杭
州
を
占
拠
し
て
以
来
、
当
地
で
の
勢
力
を
日
ご
と
に
増
し
て
い
た
。
彼
は
江
浙
丞
相
の
達
世
帖
穆
爾
に
迫
っ
て
申
央
に
王
爵
を
要
求
さ
せ
る
な
ど
、
し
だ
い
に
専
横
な
振
る
舞
い
が
目
立
ち
始
め
る
。
達
世
帖
穆
爾
は
そ
の
度
に
朝
廷
に
取
り
次
い
だ
と
い
う
が
、
海
運
統
括
者
の
達
世
帖
穆
爾
が
こ
の
て
い
た
ら
く
で
は
、
元
朝
中
央
の
期
待
が
か
な
え
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
。
達
世
帖
穆
爾
は
そ
の
後
、
至
正
二
十
四
年
に
張
士
誠
の
弟
張
士
信
に
よ
っ
て
嘉
興
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
に
幽
閉
さ
れ
、
や
が
て
毒
を
仰
い
で
自
殺
す
る
。
　
か
た
や
方
国
珍
は
元
朝
の
た
め
に
海
運
に
従
事
す
る
一
方
、
朱
元
璋
と
も
気
脈
を
通
じ
て
い
た
。
す
で
に
至
正
十
八
年
に
は
一
旦
朱
元
璋
に
降
服
し
、
黄
金
五
十
斤
を
含
む
貢
物
を
差
し
幽
し
て
い
る
。
元
の
勅
使
を
受
け
入
れ
た
十
九
年
に
は
、
朱
元
璋
の
矛
先
を
か
わ
す
た
め
に
、
支
配
下
の
慶
元
・
温
州
・
台
州
三
郡
の
献
上
と
、
息
子
の
方
関
を
人
質
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
す
ら
申
し
出
て
い
る
。
元
朝
と
朱
元
璋
と
を
両
天
秤
に
掛
け
て
い
た
わ
け
で
、
逆
に
い
え
ば
何
時
で
も
元
朝
か
ら
離
反
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
　
こ
ん
な
二
人
が
始
め
た
海
運
で
あ
る
以
上
、
当
初
か
ら
分
裂
含
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
前
後
四
回
の
海
運
の
う
ち
、
そ
の
巓
末
が
知
ら
れ
る
の
は
先
述
の
第
一
回
目
と
、
至
正
二
十
二
年
の
第
三
回
目
で
あ
る
。
と
も
に
劉
仁
本
の
紀
録
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窓史
が
あ
り
、
す
で
に
後
者
の
頃
に
な
る
と
方
・
張
の
態
度
は
か
な
り
消
極
的
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
海
運
開
始
時
に
は
将
来
へ
の
期
待
を
口
に
し
て
い
た
劉
仁
本
も
、
二
十
二
年
段
階
で
の
文
章
を
見
る
と
、
初
回
の
海
運
に
つ
い
て
も
「
た
だ
〔盛
時
の
〕
三
十
分
の
一
を
取
っ
て
、
十
一
万
石
を
輸
送
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
運
の
端
緒
を
示
し
て
は
い
る
が
、
と
て
も
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
記
し
、
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
評
価
を
下
し
て
い
る
。
一
向
に
軌
道
に
乗
ら
な
い
海
運
に
対
し
、
落
胆
し
て
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
責
任
の
大
半
は
張
士
誠
に
あ
る
と
劉
仁
本
は
土循
〉え
て
い
た
。
　
実
は
第
三
回
目
の
至
正
二
十
二
年
に
は
、
元
朝
当
局
は
糧
米
を
百
万
石
に
拡
大
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
十
万
石
前
後
の
糧
米
で
は
、
大
都
の
食
糧
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
に
よ
っ
て
前
年
の
二
十
一
年
秋
に
、
中
央
か
ら
二
人
の
高
官
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
こ
の
重
責
を
担
っ
て
到
来
し
た
　
　
　
　
　
　
　
チ
エチ
エ
プ
カ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
の
は
兵
部
尚
書
の
徹
徹
不
花
と
戸
部
侍
郎
の
韓
祺
で
あ
っ
た
。　
『
羽
庭
集
』
巻
五
、　
「
送
戸
部
尚
書
徹
公
通
理
趣
漕
回
京
序
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
〔至
正
〕
二
十
一
年
秋
九
月
、
聖
旨
が
下
さ
れ
、
米
百
万
石
を
平
江
に
割
り
　
　
当
て
る
こ
と
に
な
り
、
戸
部
尚
書
徹
公
が
そ
の
命
を
受
け
た
。
公
は
科
挙
で
　
　
身
を
起
こ
し
、
光
明
か
つ
才
知
に
優
れ
る
こ
と
】
等
ぬ
き
ん
で
て
お
り
、
ま
　
　
さ
に
命
に
恥
じ
な
い
人
物
で
あ
る
。
平
江
に
到
着
す
る
や
、
た
だ
ち
に
天
子
　
　
の
命
令
と
下
賜
品
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
太
尉
(張
士
誠
)
は
戦
費
の
増
大
を
　
　
理
由
に
、
命
令
通
り
の
糧
米
が
用
意
で
き
な
い
と
言
い
訳
し
た
。
公
は
顔
色
　
　
を
変
え
て
抗
議
し
た
。
そ
の
議
論
は
相
手
に
お
も
ね
る
こ
と
な
く
、
決
し
て
　
　
く
じ
け
ず
、
必
ず
満
額
を
取
り
立
て
よ
う
と
終
始
憤
激
し
て
や
ま
な
か
っ
　
　
た
。
太
尉
は
恐
れ
は
ば
か
り
、
口
を
つ
ぐ
ん
で
返
す
言
葉
が
な
か
っ
た
。
そ
　
　
こ
で
太
尉
は
丞
相
に
情
で
訴
え
、
い
ろ
い
ろ
と
融
通
を
図
っ
て
も
ら
い
、
よ
　
　
う
や
く
尚
書
に
謝
罪
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
こ
れ
は
、
丞
相
が
一
生
懸
　
　
命
に
根
回
し
を
し
、
徹
公
に
懇
願
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
丞
相
は
徹
公
に
要
　
　
求
し
て
当
面
は
昨
年
の
数
量
を
輸
送
し
、
後
に
時
期
を
見
て
不
足
分
を
送
っ
　
　
て
償
い
た
い
と
申
し
出
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
徹
公
は
糧
米
三
十
(
十
三
　
　
の
誤
り
)
万
石
ば
か
り
を
海
舶
に
積
み
込
ん
で
出
発
し
た
。
百
万
石
を
要
求
す
る
徹
徹
不
花
に
対
し
、
達
世
帖
穆
爾
自
身
が
懇
請
し
て
前
年
度
の
額
で
す
ま
せ
た
と
い
う
。
不
足
分
は
後
に
輸
送
す
る
と
決
め
ら
れ
た
も
の
の
、
む
ろ
ん
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
こ
の
と
き
方
国
珍
の
も
と
に
来
た
も
う
一
人
の
勅
使
戸
部
侍
郎
韓
祺
は
、
失
望
と
怒
り
の
入
り
交
じ
っ
た
複
雑
な
心
境
の
ま
ま
帰
京
し
て
い
る
。　
『
羽
庭
集
』
巻
五
、　
「送
戸
部
侍
郎
韓
君
汝
舟
督
漕
運
還
京
序
」
は
い
う
。
　
　
至
正
ご
十
一
年
秋
九
月
、
朝
廷
は
戸
部
侍
郎
韓
楫
(
祺
)
に
命
じ
て
官
舶
を
　
　
鄲
(慶
元
)
よ
り
〔敢
浦
に
〕
赴
か
せ
、
そ
こ
か
ら
転
漕
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
　
　
ま
た
別
に
官
(徹
徹
不
花
)
に
命
じ
て
呉
中
で
糧
米
百
万
石
を
用
意
さ
せ
、
　
　
明
年
春
に
京
師
に
到
着
す
る
よ
う
に
取
り
決
め
た
。
…
…
。
韓
君
は
海
船
を
　
　
決
め
ら
れ
た
数
の
と
お
り
調
達
し
、
帆
柱
を
連
ね
擢
を
漕
い
で
進
み
、
誰
も
　
　
手
を
抜
く
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
呉
に
到
着
し
て
み
る
と
、
糧
米
　
　
は
わ
ず
か
に
十
三
万
石
ば
か
り
が
集
め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
君
は
こ
れ
　
　
を
見
て
言
っ
た
。　
「あ
あ
、
船
隊
が
命
令
通
り
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
　
　
自
分
の
過
ち
で
あ
ろ
う
が
、
か
の
地
の
糧
米
が
そ
ろ
わ
な
い
の
は
、
自
分
の
　
　
罪
で
は
な
い
。
自
分
は
自
分
の
力
を
尽
く
し
て
、
船
を
率
い
て
事
を
成
し
遂
　
　
げ
、
た
だ
謹
ん
で
糧
米
を
差
し
出
す
だ
け
で
あ
る
」
。
こ
う
し
て
船
に
乗
る
　
　
と
速
や
か
に
進
み
、
丁
重
に
別
れ
を
告
げ
て
去
っ
て
い
っ
た
。
戸
部
侍
郎
韓
祺
の
憤
懣
は
、
そ
の
ま
ま
劉
仁
本
の
そ
れ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
工26
元末の海運と劉仁本
序
は
韓
祺
に
慫
慂
さ
れ
て
書
い
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
先
の
徹
徹
不
花
へ
の
序
と
同
様
、
張
士
誠
へ
の
不
満
の
気
持
ち
が
見
て
取
れ
る
。
す
で
に
劉
仁
本
に
は
共
同
海
運
の
終
焉
が
予
感
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
　
実
際
、
翌
至
正
二
十
三
年
五
月
に
第
四
回
目
の
海
運
が
実
施
さ
れ
る
と
、
張
土
誠
は
そ
れ
を
最
後
に
糧
米
の
供
出
を
完
全
に
拒
絶
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ロ
テ
ム
ル
　
　
　
　
サ
イ
ソ
プ
カ
　
　
〔至
正
二
十
三
年
〕
九
月
、
ま
た
戸
部
侍
郎
博
羅
帖
木
児
・
監
丞
賽
因
不
花
　
　
を
遣
わ
し
、
海
運
を
求
め
た
。
と
こ
ろ
が
士
誠
は
い
ろ
い
ろ
と
言
い
訳
を
し
　
　
て
、
命
令
を
拒
ん
だ
。
こ
の
た
め
東
南
の
糧
米
を
京
師
に
輸
送
す
る
こ
と
　
　
は
、
こ
の
年
を
最
後
に
中
止
さ
れ
た
と
い
う
(『
元
史
』
巻
九
七
、
食
貨
五
、
　
　
海
運
)
。
　
何
度
も
王
爵
を
要
求
し
て
無
視
さ
れ
た
張
±
誠
は
、
至
正
二
十
三
年
九
月
に
「呉
王
」
を
僭
称
し
、
元
朝
か
ら
の
独
立
を
一
方
的
に
宣
言
し
た
。
海
運
要
請
の
た
め
に
勅
使
が
来
た
同
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
張
士
誠
は
完
全
に
元
朝
を
見
限
っ
た
わ
け
だ
が
、
部
下
の
中
に
は
そ
の
軽
率
な
行
動
を
た
し
な
め
る
者
も
い
た
ら
し
い
。　
『
平
呉
録
』
は
い
う
。
　
　
当
初
、
士
誠
が
元
朝
に
臣
服
し
た
の
は
、
実
は
士
誠
の
参
軍
兪
思
斉
が
勧
め
　
　
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
士
誠
は
自
分
に
へ
つ
ら
う
臣
下
の
　
　
甘
言
を
聞
き
、
年
貢
を
海
運
し
な
く
な
っ
た
。
ひ
と
り
思
斉
が
語
っ
て
い
う
　
　
に
は
、
　
「
か
つ
て
賊
で
あ
っ
た
頃
に
は
、
年
貢
を
納
め
な
く
と
も
よ
か
っ
た
　
一
で
し
ょ
う
が
、
今
や
臣
下
と
な
っ
た
以
上
、
そ
れ
で
済
ま
さ
れ
ま
し
ょ
う
　
　
か
」
と
。
士
誠
は
怒
っ
て
机
を
地
面
に
ひ
っ
く
り
返
し
た
。
思
斉
は
も
は
や
　
　
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
を
悟
り
、
官
を
棄
て
病
と
称
し
て
会
稽
に
　
　
隠
棲
し
た
。
彼
も
ま
允
劉
仁
本
と
同
様
、
元
朝
に
忠
誠
を
誓
っ
た
知
識
人
の
一
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
結
局
、
方
・
張
の
共
同
海
運
事
業
が
中
断
し
て
以
後
、
海
運
を
一
手
に
引
き
受
け
た
の
は
福
建
の
群
雄
陳
友
定
で
あ
っ
た
。
彼
は
群
雄
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
元
朝
の
信
奉
者
で
あ
り
、
方
・
張
の
共
同
海
運
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
独
自
に
糧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
を
海
運
し
て
は
大
都
の
危
機
を
救
っ
て
い
た
。
だ
が
福
建
と
い
う
遠
距
離
の
地
に
い
た
た
め
輸
送
が
困
難
で
、
せ
い
ぜ
い
漕
糧
の
三
・
四
割
が
大
都
に
到
着
す
れ
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　の
ば
よ
い
方
で
あ
っ
た
。
至
正
二
十
三
年
以
後
も
海
運
は
行
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、
ど
れ
ほ
ど
元
朝
に
対
し
て
貢
献
で
き
た
か
定
か
で
は
な
い
。
方
・
張
の
共
同
海
運
の
中
断
と
と
も
に
、
元
朝
の
海
運
は
基
本
的
に
終
焉
を
迎
え
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
は
同
時
に
百
年
近
く
続
い
た
元
朝
の
命
脈
が
、
な
か
ば
尽
き
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
　
わ
　
り
　
に
　
方
・
張
の
共
同
海
運
が
中
断
し
て
四
年
後
の
呉
元
年
(
=
量
ハ
七
)
九
月
、
朱
元
璋
の
武
将
で
あ
る
大
将
軍
徐
達
ら
が
平
江
を
落
と
し
、
張
士
誠
の
呉
国
を
滅
亡
さ
せ
た
。
捕
ら
え
ら
れ
た
張
士
誠
は
南
京
に
護
送
さ
れ
、
当
地
で
首
を
く
く
っ
て
果
て
た
。
同
じ
年
の
十
一
月
、
征
南
将
軍
湯
和
が
慶
元
を
奪
う
と
、
方
国
珍
は
部
下
と
も
ど
も
海
上
に
逃
亡
し
た
。
湯
和
は
水
軍
を
率
い
て
舟
山
群
島
の
盤
嶼
で
方
軍
を
撃
破
、
観
念
し
た
方
国
珍
は
十
二
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
降
服
し
た
。
方
国
珍
は
罪
を
赦
さ
れ
洪
武
七
年
(
二
二
七
四
)
ま
で
南
京
で
生
き
長
ら
え
た
。
　
洪
武
元
年
(
一
三
六
八
)
正
月
、
朱
元
璋
は
皇
帝
に
即
位
し
、
南
京
で
明
王
朝
が
誕
生
し
た
。
同
じ
時
期
、
湯
和
の
水
軍
は
南
下
を
続
け
、
福
建
の
陳
友
定
を
鎮
圧
、
頑
な
に
降
服
を
拒
絶
す
る
陳
友
定
を
南
京
で
斬
っ
た
。
勢
い
に
乗
っ
た
湯
和
は
副
将
の
廖
永
忠
を
さ
ら
に
南
下
さ
せ
、
広
東
に
拠
る
群
雄
の
何
真
を
投
降
さ
せ
127
窓史
た
た
め
、
沿
海
部
の
反
明
勢
力
は
よ
う
や
く
消
滅
し
た
。
同
年
十
月
に
は
大
都
の
元
朝
も
北
に
追
わ
れ
、
こ
こ
に
ほ
ぼ
中
国
全
土
が
明
朝
の
領
土
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
し
か
し
、
明
朝
成
立
後
も
方
国
珍
・
張
士
誠
の
残
党
は
反
明
活
動
を
展
開
し
、
江
浙
沿
岸
部
に
計
り
知
れ
な
い
被
害
を
与
え
続
け
た
。　
『
吾
学
編
』
四
夷
考
、
上
巻
、
日
本
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
当
初
、
方
国
珍
は
温
・
台
・
処
州
を
、
張
士
誠
は
寧
波
・
紹
興
・
杭
州
・
嘉
　
　
興
・
蘇
州
・
松
江
・
通
州
・
泰
州
諸
郡
を
占
拠
し
、
と
も
に
海
上
に
い
た
。
　
　
方
・
張
が
降
服
し
た
り
滅
亡
す
る
と
、
諸
賊
の
中
の
強
豪
な
者
は
こ
と
ご
と
　
　
く
航
海
し
て
、
倭
寇
を
糾
合
し
て
入
寇
し
た
。
そ
の
た
め
洪
武
中
に
は
、
倭
　
　
寇
が
し
ば
し
ば
海
上
を
略
奪
し
た
の
で
、
高
皇
帝
(
洪
武
帝
)
は
使
い
を
遣
　
　
わ
し
将
軍
に
命
じ
て
、
城
塞
を
築
き
兵
隊
を
増
や
し
た
。
　
方
・
張
の
残
存
勢
力
は
首
領
の
降
服
後
も
、
倭
寇
と
結
託
し
て
独
自
の
海
上
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
動
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
初
に
海
禁
が
実
施
さ
れ
た
の
は
彼
ら
の
活
動
を
封
じ
込
め
る
た
め
で
、
そ
れ
だ
け
海
上
勢
力
の
被
害
が
無
視
で
き
な
か
っ
た
こ
　
　
　
　
⑪
と
を
物
語
る
。
明
朝
は
そ
の
後
、
海
上
勢
力
の
掃
討
戦
を
展
開
す
る
一
方
、
彼
ら
の
内
地
移
住
と
衛
所
へ
の
編
成
を
強
行
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
海
上
勢
力
の
実
態
と
も
ど
も
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。
　
ち
な
み
に
、
劉
仁
本
は
方
国
珍
の
降
服
直
前
、
温
州
で
明
軍
の
捕
虜
と
な
り
南
京
に
送
ら
れ
た
。
朱
元
璋
は
劉
仁
本
が
海
運
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
と
、
報
復
と
し
て
鞭
打
ち
の
刑
に
処
し
た
た
め
、
背
中
が
爛
れ
て
絶
命
し
た
と
い
う
。
劉
仁
本
は
最
後
ま
で
元
朝
に
忠
誠
を
尽
く
し
、
臣
節
を
全
う
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
で
方
・
張
の
残
党
と
は
ま
た
別
の
、
自
己
の
信
念
に
基
づ
く
身
の
処
し
方
で
は
あ
っ
た
。
清
代
の
学
者
戚
学
標
は
「
劉
仁
本
を
論
ず
」
(
『鶴
皐
文
鈔
』
巻
上
)
と
い
う
文
章
を
し
た
た
め
、
彼
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
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1
い
る
。
　
　
慶
元
・
温
州
・
台
州
の
数
百
万
の
生
霊
の
う
ち
、
す
べ
て
が
方
国
珍
の
虐
政
　
　
に
苦
し
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
劉
仁
本
が
ひ
そ
か
に
そ
の
災
い
を
除
き
、
方
　
　
国
珍
を
自
然
に
感
化
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
余
は
悲
し
む
。
仁
本
の
志
が
明
　
　
確
に
さ
れ
ず
、
そ
の
功
績
も
顕
彰
さ
れ
ず
、
世
々
代
々
「偽
臣
」
と
同
類
視
　
　
し
て
、
誰
も
が
彼
の
こ
と
を
誹
謗
し
て
い
る
こ
と
を
。
あ
あ
、
明
朝
が
興
る
　
　
時
、
謀
議
に
従
っ
て
元
朝
を
北
伐
し
た
者
に
は
、
元
朝
の
進
士
や
故
官
が
少
　
　
な
く
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
こ
れ
ま
た
仁
本
に
と
り
、
必
ず
し
も
潔
し
と
す
る
　
　
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
『
明
太
祖
実
録
』
は
劉
仁
本
ら
の
慶
元
ス
タ
ッ
フ
を
、　
「す
べ
て
州
県
の
胥
吏
　
　
⑫
上
が
り
」
と
酷
評
す
る
。
だ
が
、
劉
仁
本
は
胥
吏
で
も
な
け
れ
ば
、
方
国
珍
の
部
下
で
も
な
い
。
彼
の
意
識
下
で
は
徹
頭
徹
尾
、
元
朝
の
臣
下
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
方
国
珍
の
よ
う
に
、
な
ん
の
抵
抗
も
な
く
朱
元
璋
に
降
る
こ
と
に
は
躊
躇
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
i
仁
本
終
始
元
人
に
し
て
、
未
だ
嘗
て
一
日
と
し
て
明
に
入
ら
ず
。
こ
れ
は
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
記
さ
れ
た
劉
仁
本
に
対
す
る
評
語
で
あ
る
。
彼
の
死
は
、
明
の
成
立
に
先
立
つ
こ
と
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
註①
元
代
の
海
運
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
藤
野
彪
「
朱
清
・
張
暄
に
つ
い
て
」
『
愛
媛
　
大
学
歴
史
学
紀
要
』
第
三
号
、　
一
九
五
五
年
、
星
斌
夫
「
元
代
海
運
運
営
の
実
態
」
　
『
歴
史
の
研
究
』
第
七
号
、　
一
九
五
九
年
、
中
国
で
は
高
栄
盛
「
元
代
海
運
試
析
」
　
『
元
史
及
北
方
民
族
史
研
究
集
刊
』
第
七
期
、
一
九
八
三
年
な
ど
が
詳
し
い
。
②
『
元
史
』
巻
九
三
、
食
貨
一
、
海
運
。
③
『
元
史
』
巻
九
七
、
食
貨
五
、
海
運
。
元末の海運と劉仁本
　
　
水
旱
相
仍
、
公
私
倶
困
。
疲
三
省
之
力
、
以
充
歳
運
之
恒
数
、
而
押
運
監
臨
之
官
、
　
　
与
夫
司
出
入
之
吏
、
恣
為
貪
黷
、
脚
価
不
以
時
給
、
収
支
不
得
其
平
。
船
戸
貧
乏
、
　
　
耗
損
益
甚
。
兼
以
風
濤
不
測
、
盗
賊
出
没
、
剽
劫
覆
亡
之
患
、
自
仍
改
至
元
之
後
、
　
　
有
不
可
勝
言
者
矣
。
④
寺
地
遵
「
方
国
珍
政
権
の
性
格
ー
宋
元
期
台
州
黄
巌
県
事
情
素
描
、
第
三
編
1
」
　
『
史
学
研
究
』
第
二
一
ご
二
号
、
一
九
九
九
年
。
⑤
『
嘉
靖
太
平
県
志
』
巻
八
、
雑
志
　
　
歳
庚
寅
(
至
正
十
年
)
、
十
一
月
、
賊
(
方
国
珍
)
肛
千
艘
泊
松
門
港
借
糧
、
居
民
　
　
罔
敢
不
予
。
⑥
　
『
元
史
』
巻
四
二
、
順
帝
五
。
⑦
周
伯
埼
「供
祀
記
」
(
『
金
声
玉
振
集
』
所
収
)。
　
　
至
正
十
三
年
歳
在
癸
巳
夏
五
月
、
…
…
矧
寇
燹
之
余
、
旧
舶
多
壊
、
是
歳
改
用
江
　
　
舸
、
増
易
舳
艫
、
権
宜
北
漕
、
人
或
難
之
、
雲
飆
一
張
、
如
期
輳
集
。
豈
非
天
相
　
　
一
統
、
無
外
之
大
、
基
万
世
無
彊
之
休
邪
。
⑧
方
国
珍
に
関
す
る
記
述
は
特
別
の
断
り
が
な
い
限
り
、
『
元
史
』
順
帝
本
紀
、
『
明
　
史
』
本
伝
、
『
光
緒
黄
巌
県
志
』
巻
三
六
、
雜
志
、
変
異
な
ど
に
よ
る
。
ま
た
『
元
代
　
農
民
戦
争
史
料
彙
編
』
　
(
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
)
も
適
宜
参
照
し
た
。
⑨
張
士
誠
に
関
す
る
記
述
は
特
別
の
断
り
が
な
い
限
り
、
『
元
史
』
順
帝
本
紀
と
『
明
　
史
』
本
伝
な
ど
に
よ
る
。
方
国
珍
と
同
様
、
註
⑧
の
『
元
代
農
民
戦
争
史
料
彙
編
』
も
　
参
照
し
た
。
⑩
『
庚
申
外
史
』
至
正
十
九
年
の
条
。
⑪
事
実
、
こ
れ
を
機
に
方
国
珍
が
海
運
を
始
め
た
こ
と
は
、
『
明
史
』
本
伝
に
「
元
既
　
失
江
・
潅
、
資
国
珍
舟
以
通
海
運
、
重
以
官
爵
羈
縻
之
、
而
無
以
難
也
」
と
あ
る
こ
と
　
か
ら
も
分
か
る
。
⑫
前
掲
註
④
寺
地
論
文
。
⑬
『
宋
文
憲
公
全
集
』
巻
十
九
、
故
資
善
大
夫
広
西
等
処
行
中
書
省
左
丞
方
国
珍
神
道
　
碑
。
　
　
公
(
方
国
珍
)
亦
有
慶
元
・
台
・
温
三
郡
之
地
、
同
県
章
子
善
者
好
従
横
之
術
、
走
　
　
説
公
日
、
元
数
将
極
、
不
待
知
者
而
後
知
。
今
豪
傑
並
起
、
有
分
裂
之
勢
。
足
下
奮
　
　
模
一
呼
、
千
百
之
舟
、
数
十
万
之
衆
、
可
立
而
待
。
泝
江
而
上
、
則
南
北
中
絶
、
壇
　
　
餽
運
之
粟
、
舟
師
四
出
、
則
青
・
徐
・
遼
海
・
広
・
甌
・
越
、
可
伝
檄
而
定
、
審
能
　
　
行
此
、
人
心
有
所
属
而
伯
業
可
成
也
。
公
日
、
君
言
誠
是
。
然
智
謀
之
士
、
不
為
禍
　
　
始
、
不
為
福
先
。
朝
廷
雖
無
道
、
猶
可
以
延
歳
月
。
豪
傑
雖
並
起
、
智
均
力
敵
。
然
　
　
且
莫
適
為
主
、
保
境
安
民
、
以
俟
真
人
之
出
、
斯
吾
志
也
。
願
君
勿
復
言
。
子
善
謝
　
　
去
。
⑭
と
は
い
え
、
張
士
誠
政
権
に
出
発
の
当
初
か
ら
内
在
す
る
「郷
曲
保
全
」
的
な
性
格
　
が
、
領
土
拡
張
に
↓
定
の
制
限
を
加
え
て
い
た
こ
と
は
愛
宕
松
男
氏
の
研
究
に
詳
し
　
い
。　
「朱
呉
国
と
張
呉
国
ー
初
期
明
王
朝
の
性
格
に
関
す
る
一
考
察
ー
」
　
『
愛
宕
松
男
　
東
洋
史
学
論
集
』
第
四
巻
(
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
)
、
初
出
は
一
九
五
三
年
。
⑮
『
明
太
祖
実
録
』
方
国
珍
伝
(
洪
武
七
年
三
月
壬
辰
の
条
)
、
『
明
史
』
方
国
珍
伝
、
　
『
台
州
外
書
』
巻
一
七
、
遺
聞
一
な
ど
。
⑯
『
明
史
』
巻
=
=
二
、
方
国
珍
附
伝
・
劉
仁
本
伝
。
⑰
『
三
台
詩
録
』
巻
八
、
劉
仁
本
、
蘭
亭
補
詩
。
⑱
註
④
寺
地
論
文
で
は
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
た
だ
し
至
正
十
五
年
の
無
血
占
領
の
　
際
に
も
、
慈
渓
県
令
陳
麟
の
よ
う
に
抵
抗
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
者
も
い
た
し
(
『
九
霊
　
山
房
集
』
巻
二
十
三
、
元
中
順
大
夫
秘
書
監
丞
陳
君
墓
誌
銘
)
、
親
元
派
の
官
僚
で
も
　
慶
元
路
録
事
陳
高
の
よ
う
に
招
聘
を
断
る
者
が
い
る
な
ど
(
『
不
繋
舟
漁
集
』
附
録
、
　
陳
子
上
先
生
墓
誌
銘
)
、
そ
の
対
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
⑲
A
・
B
に
続
け
て
『
金
声
玉
振
集
』
に
は
「右
二
文
見
劉
仁
本
所
著
羽
庭
集
。
集
凡
　
十
巻
、
元
時
刻
者
、
家
有
此
集
。
以
二
文
渉
海
運
事
、
刻
附
巻
末
、
俟
有
所
考
焉
」
と
　
あ
る
。
た
だ
し
『
四
庫
全
書
』
所
収
の
『
羽
庭
集
』
は
六
巻
本
で
、
こ
の
二
文
は
収
載
　
さ
れ
て
い
な
い
。
⑳
『
羽
庭
集
』
巻
五
、
餞
長
信
寺
経
歴
曹
徳
輔
序
。
⑳
註
⑳
と
同
じ
。
(⑳
　
陳
高
華
「
元
代
的
航
海
世
家
橄
浦
楊
氏
ー
兼
説
元
代
其
他
航
海
家
族
l
」
　
『
海
交
史
　
研
究
』
一
九
九
五
年
一
期
。
㊧
　
　
『
元
史
』
巻
九
七
、
食
貨
五
、
海
運
。
⑳
　
　
『
元
史
』
巻
一
四
〇
、
達
識
帖
睦
邇
伝
。
㊧
　
　
『
羽
庭
集
』
巻
五
、
送
戸
部
尚
書
徹
公
通
理
趣
漕
回
京
序
。
な
お
『
四
庫
全
書
』
所
　
収
本
で
は
「
止
三
十
分
取
一
、
以
一
十
一
万
石
進
。
示
開
端
肇
始
、
不
迫
而
足
也
」
と
　
あ
る
が
、
『
乾
坤
正
気
集
』
本
で
は
最
後
の
箇
所
が
「
示
開
端
肇
始
、
不
逍
於
足
也
」
と
書
か
れ
て
い
る
・
こ
こ
で
は
後
者
に
従
う
・
　
　
　
　
　
　
　
墹
窓史
㊧
　
　
『
元
史
』
食
貨
志
五
、
海
運
の
条
で
は
、　
「兵
部
尚
書
徹
徹
不
花
」
　
「
戸
部
侍
郎
韓
　
祺
」
と
あ
る
が
、
『
羽
庭
集
』
で
は
後
に
見
る
よ
う
に
、　
「戸
部
尚
書
徹
徹
不
花
」
　
「
戸
部
侍
郎
韓
揖
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
に
わ
か
に
断
定
し
が
た
い
た
　
め
、
ひ
と
ま
ず
前
者
に
従
っ
て
お
く
。
⑳
　
福
建
に
つ
い
て
は
至
正
十
九
年
以
来
、
戸
部
尚
書
の
貢
師
泰
、
同
じ
く
戸
部
尚
書
の
　
李
士
瞻
ら
が
海
運
を
担
当
し
た
。
彼
ら
の
文
集
『
玩
斎
集
』
　
『
経
済
文
集
』
　
(
と
も
に
　
『
四
庫
全
書
』
所
収
)
中
に
記
載
が
あ
る
が
、
江
浙
の
海
運
ほ
ど
に
詳
し
い
状
況
は
分
　
か
ら
な
い
。
⑳
　
　
『
明
史
』
巻
一
一
一
四
、
陳
友
定
伝
。
⑳
註
①
高
論
文
参
照
。
⑳
方
国
珍
降
服
後
の
海
上
勢
力
に
つ
い
て
は
、
奥
崎
裕
司
「
方
国
珍
の
乱
と
倭
寇
」
　
『
山
根
幸
夫
教
授
退
休
記
念
明
代
史
論
叢
』
汲
古
書
院
、　
一
九
九
〇
年
、
藤
田
明
良
　
「『
蘭
秀
山
の
乱
』
と
東
ア
ジ
ア
の
海
域
世
界
-
十
四
世
紀
の
舟
山
群
島
と
高
麗
・
日
　
本
ー
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
六
九
八
号
、
一
九
九
七
年
、
な
ど
を
参
照
。
⑳
　
檀
上
　
寛
「
明
初
の
海
禁
と
朝
貢
-
明
朝
専
制
支
配
の
理
解
に
寄
せ
て
ー
」
　
『
明
清
　
時
代
史
の
基
本
問
題
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
。
⑫
　
『
明
太
祖
実
録
』
洪
武
七
年
三
月
壬
辰
。
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